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1.はじめに
周知のように、文末に現れる“タ 形と“ル"形の再形式の使用は、通常、
態が「過去J のものであるか、 f非過去」のものであるかによって使い分けられ
ると説明されている。しかしながら、上述の規則に従う両形式の使い分けが明確
に存在するとは言い難し、言語事実がある。そのーっとして、日常生活の中で多用
される挨拶表現1) (つまり、感謝表現、謝罪表現、労いの表現、祝福表現、別れ
の表現)における両形式の使い分けがある。本稿では、これらの表現の雨形式の
能い分けの要因を語用論的に考察する。以下では、日本語の挨拶表現を、感謝・
謝罪、労い、祝稿、別れの四つの場合に分けて見ていく。
2. 感謝・謝罪の場合一一ー「ありがとうございました、申し訳ありませんでした・
すみませんでしたJ rありがとうございます、申し訳ありません・すみませんJ
2.1 問題提起
まず、感謝表現「ありがとうございましたj と「ありがとうございます」、謝
罪表現「申し訳ありませんでした・すみませんでした」と「申し訳ありません・
すみません」という両形式の使用状況を取り上げ、問題点の所在を明らかにする。
通常、感謝表現や謝罪表現では f感謝・謝罪する事態の発生時」を基準にして
“タ"形と“ル"形を使い分けている。例えば、
(1) r明 B 迎えに持きますから、心配いりませんJ rそうですか。助かります。
本当にありがとうござし、ます」
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(2) 1今度の週末は仕事が入って参加できなくなりました。申し訳ありませ
ムJ
(3) 1お茶をどうぞJ 1ありがとうございますj
(4) (電車の中で他人の足を踏んでしまったときに)あっ、主主主主ム。
(5) 1先日、お世話になりました。
(6) (電車の中で他人の足を踏んでしまった時にすぐに謝罪した人が、電車
を降りるときに頭を下げながら再度謝罪して)本当に申し訳ありません
エL主。
テンスの観点から、 (1) (2) のようにく発話時以後〉に起こるであろうことに
対し感謝・謝罪する場合や、 (3) (4) のようにく発話時現在〉に起こっているこ
とに対し感謝・謝罪する場合は、“ル"形しか用いられない。また、 (5) (6) の
ようにく発話時以前〉に起こったことに対し感謝・謝罪する場合は、通常“タ"
形が用いられる。
ところが、く発話時以前〉に起こったことに対し感謝・謝罪する場合においては、
“タ"形のみならず、“ル"形が用いられる場面が多々見られる。例えば次の (7)-(9)
は、「感謝・謝罪する事態の発生時」が過去であるにもかかわらず、“ノレ"形を用
いて表現されている。
(7) そこへ菊が茶とょうかんを運んできた。「この間はたいそう結構なご本
をちょうだいしましてありがとうござし、ます」あらためて菊は礼を言っ
た。(三浦綾子『塩狩峠~)
、、、、
(8) 大野さん、本当にあのときは主主主主ム。お自の方もかなり迷惑そうで
したo
htや://www8.big.oりpHupin3/comm限設cation/o釘kantou-rr市首 l/kantou-rr由ul_l.html
、、、、、、、、、、、、、
(9) 藤田「いやいやもう、その節はどうも失礼しましたJ /昭男「そんです
、、、
か、あんたまだ生きとったんでトすねJ /藤田「恥ずかしながら。その節
は本当に申し訳ありませんでしたJ /昭男円高かったなあ、あんたのピ
ンタはJ /藤田 l\' 、やいやもう、申し訳ない。もうこの通りですj
(山本洋次・朝間義隆[息子~)
以上のように、感謝・謝罪表現における両形式の使用に関して、単に「感謝・
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謝罪する事態の発生時はいつかj という点だけを観察するのでは不十分であると
思われ、それ以外の条件も考慮する必要があると考えられる。
2.2 先行研究とその課題
以下は、感謝表現と謝罪表現における“タ"形と“ル"形の再形式の使用に言
及する研究を取り上げる。
2.2.1 金田一秀穂 (1987)
金田一 (1987) は、感謝表現の両形式(つまり、「ありがとうございました」
と「ありがとうございますJ) の能い分けについて、次のように述べている。
通常、自分の感謝の気持ちが完了していると考えれば「マシタ J を使い、こ
れからも続くと考えれば「マスj を使う、と考えられやすいが、それだけで
もない。例えば、「マシタ J の方がていねいな印象をうけることが多い。そ
のことは、完了した気持ち、と矛盾しそうだ。また、あいさつのもととなる
行為(以後、 f反に原行為と呼ぶことにする)が、完了したか、まだ続いてい
るのか、あるいは未来のことなのか、ということも関係しているだろう。
(金田… 1987:76)
つまり、「発話の現場での話者の感謝の意が終了しているか否か」や「話者が
丁寧な印象を与える表現を使うか否かfl、「原行為が完了したか、それとも、継
続しているか」、「原行為が未来のことか否か」が感謝表現の両形式の使い分けの
要国とされている。また、上記の考え方は、謝罪表現の両形式(つまり、「申し
訳なかったj と「申し訳ないJ) の使い分けに対しての説明にも有効であると述
べている (p. 77) 。
しかし、上記の (7) 一 (9) のように、〈発話時以前〉に起こったことに対し感謝・
謝罪する場合において、“ル"形が用いられる理由を、上述の金田一説(つまり、
「発話の現場での話者の感謝の意が終了しているか否か j という要因)で解釈す
れば、次のような矛盾が生じる、と本稿は考える。
(10) そこへ菊が茶とょうかんを運んできた。「この間はたいそう結構なご本
をちょうだいしましでありがとうございました」あらためて菊は礼を
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言った。
(11) 大野さん、本当にあのときはすみませんでした。お店の方もかなり迷惑
そうでした。
( 12) 藤田九、やいやもう、その節はどうも失礼しましたJ /昭男「そんです
か、あんたまだ生きとったんですねJ /藤閏「恥ずかしながら。その節
は本当に申し訳ありませんでしたJ /昭男「痛かったなあ、あんたのピ
ンタはJ /藤田「いやいやもう、申し訳なかった。もうこの通りです」
(1 0) 一( 12) のように、 (7) 一 (9) の状況を“タ"形で発話した場合、これらの“タ"
形表現で「発話の現場での話者の感謝・謝罪の意が終了している」のであれば、“タ"
形表現は“ル"形表現と比べて丁寧ではなく、失礼な表現となるのではないだろ
うか。しかし、実際にはそうではない(脚注 2 において、金回一自身も指摘した
ように、表現上、“タ"形のほうが“ル"形より丁寧であるとされている)。つま
り、感謝・謝罪する事態の発生が過去にあったにもかかわらず、“ノレ"形で表現
される要因は「発話の現場での話者の感謝・謝罪の意が終了していなしづという
ことではないようである 3)。そして、 (7)-(9) のような場合に“ル"形がなぜ用
いられるのかについて、金田一(1987) では詳細な説明はなされていない。
2.2.2 森田良行(1988) 
森自 (1988: 179) は、日本語の“タ"が「確述意識、つまりその事柄が間違い
なく成り立ったものとして述べる意識」の表れであるとしている。よって、「あ
りがとうございます」が「ありがとうございましたj と“タ"を付けて言うと、
その感謝の気持ちが間違いなく述べられる状態になったと意識の上で発せられ
る。それは、相手の親切な行為を確かなものとして捉え、間違いなく感謝の気持
ちが成立したのだという確述意識に根ざしていると考えられる。
しかし、上記の (7)-(9) のような場合に“ル 形がなぜ用いられるのかにつ
いては言及していない。
2.2.3 寺村秀夫 (1984)・工藤真由美(1998)
寺村 (1984: 89-94) は、ある事柄に対する話者の主観的な判断あるいは評価を
表す類の文において、両形式の使用は「主観的な判断の部分」と「その判断の対
象・内容であるコト J の両部分に関係するとしている。また、「テンスは、その
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両部分に関係するが、判断部分が判断時、つまり現在の形をとるときと、判断内
容であるコトのテンスにいわば引きずられる場合がある (p. 92) J と指摘している。
寺村 (1984) の立場に賛同するものとして、工藤(1998) は、時間の中でのア
クチュアルな展開性のないく非動的述語=存在・状態・特性・関係・評倒を表す
述語〉における“タ"と“ル"両形式の復い分けは「話し手の判断時に焦点、をあ
てるか、判断の対象となる事象の生起時に焦点をあてるか (p. 77-78) J という選
択であるとし、そして話者の焦点のあて方の違いによって両形式を相互に入れ替
えてもよいと述べているヘ即ち、このく非動的述語〉の“タ"形と“ル"形の
使い分けは、「判断の対象となる事象の生起時J という側面が前景化するか、「話
者の判断時、〈発話時現在)J とし、う側面が前景化するかの現れである。
本稿では、工藤(1998) の指摘に対して基本的に賛同するが、この指摘が十分
ではないと考えている。その理由を以下に示す。工藤(1998) の説明を換言する
と、く発話時以前〉に起こったことに対する感謝・謝罪の場合、つまり「感謝・
謝罪する事態の発生時、く発話時以前)J と「感謝・謝罪を述べる側の判断時、く発
話時現在)J に時間的なずれが生じる場合においては、感謝・謝罪を述べる側の
焦点の置き方によって問形式とも使用可能になると考えられる。つまり、感謝・
謝罪する事態の発生時が過去である場合においては、話者の焦点の寵き方によっ
て“タ"と“ル"両形式の置き換えが必ずできるということになる。しかし、実
際にはそうとは限らない。例えば、次の (13) 一( 15) のように、“ル"形に置き
換えると不自然になることがあるのである。
(13) a. 鈴木建設本社・社長室/楽しそうに電話をかけている一之助。/一之
助「実は先日の写真が出来たのでお渡ししたいと思いまして。おそれ
いりますがお勤め先のお電話番号をJ/みち予の声 1000 の xxxx よ。
電話して営業三課の浜崎といえばいいわ。もう一回いうね。 000 の
xxxx 番よ J/メモ用紙に電話番号を走り書きする一之助。/一之助「主
りがとうございました。失礼しますJ/みち子の声「気がねしないで
またきてねJ /一之助「ええ、是非またお願いしますJ /一之助、受
話器を置く。(山田洋次・桃井章 f釣りパカ日記~)
b. 。一…・。/一之助「ありがとうございます。失礼しますJ /……。
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(14) a. í一度、呼ばったんどもや。山さでも行ったんでろと、待ってもろう
たんども、暗くはなるし、思l\，、返して呼ばってみたば、眠っとるって
もんだしのJ íそうですか、すみませんでしたね。眠ったつもりじゃ
なかったが、つい眠ったんだJ (三木専問む)
b. ? í... ・ H ・ .....J íそうですか、すみませんね。…………J
(15) (電車の中で他人の足を踏んでしまった時にすぐに謝罪した人が、
事を降りるときに頭を下げながら再度謝罪して)
a. 本当に申し訳ありませんでした。
b. ?本当に申し訳ありません。
以上のように、く発話時以前〉に起こったことに対する感謝・謝罪の場合にお
いて、工藤(1998) では、どうしづ状況で“ル"形に寵き換えられる(両形式と
も使用可能)か、どういう状況で置き換えられない(“タ"形しか使用できない)
かについては言及されていない。また、問じ発話状況での両形式の使用が可能で
ある場合において、“ル"形の使用から生じる表現効果との関連も検討されてい
ない。
2.3 両形式の使い分けの要因
前述において、く発話時以前〉に起こったことに対する感謝・謝罪の場合、通
常“タ"形が用いられる傾向が強いものの“ル"形でも感謝・謝罪が行われるこ
とがある。“ル"形が使用可能なのは、工藤(1998) で指摘されているように、「感
謝・謝罪を述べる側の判断の現在性」という側面が前景化しているためである。
では、どういう背景のもとで、その側面が前景化して“ノし"を用いて感謝・謝罪
しているのだろうか。
先ほど取り上げた (7) 一 (9) のように、く発話時以前〉に起こったことに対し
てあえて“ル"形が用いられる理由について、日本語母語話者から独自に調査し
たところ、 fありがたいJ íすまない」と思う気持ちがく発話時現在〉においても
存夜していることを表現したいときには“ル"形を用いて感謝・謝罪することが
可能であることがわかったヘこの母語話者の語感に基づくと、以下のことが導
かれる。感謝・謝罪の意を現時点においても有することを表現したし、という意識
が働き、感謝・謝罪を述べる側の現時点の判断に焦点が置かれることにより、“ル"
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形を使用可能としている。即ち、感謝・謝罪する事態の発生時が過去にあっても、
“ル"形が使用されるのは、「感謝・謝罪を述べる側の気持ちが現時点にも存在す
ることを表現したいj という語用論的背景のもとで、「感謝・謝罪を述べる仮IJ の
という側面が前景化しているのである。そのため、“ル"形を用判断の現在性j
いた感謝・謝罪表現には、感謝・謝罪の継続が込められている、或いは発話の現
場での話者の感謝・謝罪の意が終了していないとし、う表現効果を有すると感じら
れる。向様の例をもう一例追加する。
(16) みなさま、ありがとうございました。 おかげさまでくBlueLagoonFes旬、 08)
は、無事終了することができました。今年で、 4 年目のとなる本イベン
トですが、今まで、天候に恵まれてきましたが、今年度は、突如発生し
た台風の影響で、天候が不安定で、初日には、大雨・雷の中、 2 B 闘には、
降水確率 90% を超える中で、最期まで無事イベントを行うことができ
たことは、本当に、 これ以上の感謝はありません。もちろん、天候が晴
天に越したことはないですが、 これもまた、自然、の大いなる恵み。すベ
、、
ての、自然、と悪天候の中、 イベントを楽しんでくれてお客さんに、心か
らの感謝を送ります。本当にありがとうございます。
http://blog.bluelagoonfesta.com/?eid=743288 
上例では、「感謝を述べる側の気持ちが現時点にも存従ずることを表現したい
という意識が働く」 と “ル"形使用が密接にリンクしていることを、「本当にあ
りがとうございます」の前件(=すべての、自然、と悪天候の中、イベントを楽し
、、、、、、、、、、、
んでくれてお客さんに、心からの感謝を送ります) で述べられている。
裏退せば、その語用論的背景が強調されなければ、感謝・謝罪を述べる側の現
時点の判断に焦点が置かれなくなり(この場合、感謝・謝罪する事態の発生時に
焦点が置かれることになり)、“ル"形を使用することができない。例えば上記の
(14) では、文脈上(眠ったつもりじゃなかったが、 つい眠ったんだ)、「眠って
しまったこと J を表現の力点として強調しており、謝罪を述べる側の現時点の判
断に焦点が置かれなくなり“ル"形を使用することができない。 また(15) では、
再度の謝罪からわかるように、「足を踏んでしまったこと」を表現の力点として
強調しており、同様に“ル"形の使用が拒まれていると考えられる。 さらに、話
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の終わりまたは別れを告げる際には、通常“タ"形の使用が好まれる。例えば(13)
のように「電話を切る場面j では「ありがとうございました」での発話が自然で
ある。それは、話し終わるとし、う行為自体が「感謝する事態、つまり相手に電話
番号を教えてもらったこと」も終了させることに起因しており、表現の力点が「感
謝する事態の発生時」に置かれることなり、それが“タ"形の使用へと繋がる潔
白であろう。
では、下例の「ありがとうございますJ の発話はどのように捉えればよいのか。
(17) (スーパーのレジで客におつりを渡したあと、店員が)
a. ありがとうございました。
b. ありがとうございます。
(18) (客がレジで支払い終わったあと、入り口の外まで客を見送っている美
容師が頭を下げながら)
a. ありがとうござし、ましたo
b. ありがとうございます。
(17) (18) のように、スーパーや美容誌などのサービス業で、サービスが終了
したあとに用いられる感謝表現には、“タ"形のみならず“ル"形も用いられて
いる。このニ例は、( 13) の発話状況と同様に、ある行為の終了(客との別れ)
が「感謝する事態(今回の取引)J も終了させることで f感謝する事態の発生時」
に表現の力点が置かれている状況であり、 a の「ありがとうございましたj の使
用が適していると思われる。しかし、工藤説に良Ijると、この場合「感謝を述べる
側の現時点の判断」に焦点がさ当てられているため、 b の「ありがとうございますj
も用いられるのである。語用論的に言うと、「感謝を述べる側の現時点の判断」
に表現の力点を置き、「感謝の気持ちが現在もある」を優先的に表現する。そこ
から「感謝の気持ちが今後も継続する j としづ意味を含有し、「今後も利用して
いただきたし、」という言外の意味も込められる。このことが“ル"形が用いられ
る際に、「またお越しくださいませj が一緒に用いられやすくなる理由であろうヘ
2.4 まとめ
感謝表現や謝罪表現では、基本的に「感謝・謝罪する事態の発生時j を基準に
して“タ"形と“ル"形を使い分けている。ところが、く発話時以前〉に起こっ
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たことに対する感謝・謝罪の場合、“タ"と“ル"両形式とも使える状況がある。
そのとき“ル"形が使用可能なのは、「感謝・謝罪の意を現時点においても有す
ることを表現したいj という語用論的背景のもとで、「感謝・謝罪を述べる側の
判断の現在性」に焦点が当てられるためである。それにより、「感謝・謝罪の継
続が込められている、或いは発話の現場での話者の感謝・謝罪の意が終了してい
ないJ という表現効果を生むことになる。鵡って、その語用論的背景が強調され
なければ通常“タ"形が用いられる、ということが以上の考察により切らかになっ
Tこ。
3. 労いの場合一一「お疲れ様でした・ご苦労様でしたJ rお疲れ様です・ご苦労
様ですj
3.1 問題提起
本章では、く発話時以前〉に起こったことに対し、労う表現 fお疲れ様でした・
ご苦労様でした」と「お疲れ様です・ご苦労様です」という両形式の使用を語用
論的に考察する。
(19) (仕事を終えて帰ろうとする同僚に対し)
a. お疲れ様でした。
b. お疲れ様です。
(20) (注文した商品が届いてきたとき)
宅配業者:ご注文の品をお届けに上がりました。
お客 a どうもご苦労様でした。
b. どうもご苦労様です。
(19) (20) のように、仕事を終えて帰ろうとする同僚や荷物を届けてくれた宅
配業者に、“タ"形のみならず“ル"形を用いて声をかけることもある。以下、
これらの場合になぜ両形式の使用が可能となるのかについて考察を行う。
3.2 両形式の使い分けの要因
前章で述べたように、く発話時以前〉に起こったことに対する感謝・謝罪の場
合において、“ル"形使用が可能な場合、感謝・謝罪の意を現時点にも存在する
ことを表現したいという意識が働く。この語用論的背景を労い表現に対しても適
36 挨拶表現における "!J " と“ノレ"隊形式の誇用論的研究(1:余)
用する。 Øúえば上記の (19b) (20b) のように、 fお疲れ様です・ご苦労様です」
という“ル"形を用いる表現の使用には、二通りの理由が考えられる。
まずーっ呂は、「向僚や宅配業者に対し、現在、労いの意をもっている J とい
うことを表現したいためである。この場合、「本日の仕事J r荷物の配達J の発生
が過去にあっても、「労いの言葉を受けた側の状況(向僚、宅配業者は疲れてい
るだろう )J に対し、労いの気持ちを有していることを表現したいため、「労いの
言葉をかける側の現時点の判断」に表現の力点が置かれている。このことが“ル"
形の使用と結びつくのであろう。以下に、“ノレ"形の労い表現が上記の理由によっ
て用いられている用例を挙げる。
(21 ) 銅打写真館・スタジオ/若い出征兵士とその家族の写真を擬っている銅
打。/銅打 fそれじゃ行きます……(シャッターの音)終りましたJ / 
母親「ありがとうございますJ /割烹着をつけたミネがライトを消す。
/送り出す錦打。/鍋打「ご苦労さまです……ありがとうございまし
たJ (黒木和雄・井上正子・竹内銃一郎 ~TOMORROW /明日 j)
(21) の f ご苦労さまです」としづ発話は fお客に対し、話者(銅打)が労い
の意をもっている j というように感じられる。そして、この“ル"形表現は「労
いの言葉をかける側の判断の現在性j という側面が前景化していることに起因し
ていると考えられる。
一つ自は、「また明日も出勤する J r今後も宅急便のサービスの提供をお願いす
る J という発話背景において、その労う事態が過去のこととして終了せず、今後
も継続することとして表現したいためである。語用論的に言うと、“ル"形を用
いることで、労いの継続という表現効果があるかのように振る舞い、その労う
態がまだ終了していないことを暗示する。即ち、その労う事態がまだ終了してい
ないものと想定される場合、“タ"形の使用が不適格となる。以下に、「労いの継
続J という理由による“ル"形の労い表現の用例を挙げる。
(2) (湯沸室で同僚の先輩に対し)
a.キお疲れ様でした。
b. お疲れ様です。
(22) では、仕事中の同僚に「お疲れ様でした」と“タ"形で挨拶することは
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ない。このように、“ル"形の「お疲れ様です」しか用いられないのは、同僚の
仕事がまだ終了していないためであると考えられる。
その一方、 (19a) (20昌)のように、「お疲れ様でした・ご苦労様でしたJ の場
合においては、「同僚が本自の仕事を終えたJ I宅配業者と自分(話者)との荷物
の受け渡しが既に終了したJ というく発話時以前〉に起こったことに表現の力点
が置かれていると解釈できる。つまり、“タ"形で発話するのは、「本日の仕事H荷
物の配達j の発生時という側面が前景化しているのである。以下に、“タ"形の
労い表現が上記の理由によって用いられる例を挙げる。
(23) 隣の診察室から外村が出てくる。/久保、急にしゃきっとする。/久保
fお疲れさまでした。今日の予定、終りですJ/外村「うん……J/ と
ポケットからキーを出しなから部罷の隅に歩いていく。
(中島吾郎『誘惑者~) 7) 
(24) 宴会が終わった後。/…・・……・。キクエ「ご苦労さまでございました。
それではこちらから、お茶室の前をお通りになって、おひとりずっお帰
りなさいませJ /奥の襖をするりと開ける。
(ジェームス三木『善人の条件~)
上倒も同様に、「今日の予定J I今日の宴会」という労う事態の発生がく発話時
以前〉であり、“タ"形が用いられている。
3.3 まとめ
労い表現では、基本的に「労う事態の発生時J を基準にして、“タ"と“ル"
両形式を使い分けているへところが、く発話時以前〉に起こったことに対する
労いの場合、“タ"形のみならず、二通りの語用論的背景のもとで“ル"でも使
用可能な場合がある。一つは、労いの言葉を受けた側に対し労いの言葉をかける
側が現在労いの意、をもっているということを表現したい場合であり、もう一つは、
労う事態が過去のこととして終了せず今後も継続することとして表現したい場合
である、ということが以上の考察により明らかになった。
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4. 祝福の場合一-1おめでとうございましたJ 1おめでとうございますJ
4.1 問題提起
冒頭で述べたように、文末に現れる両形式の使用は、通常、事態が「過去J の
ものとして表されるか、 f非過去」のものとして表されるかによって使い分けら
れると説明されている。通常、祝福する場合、祝福すべき事態は既に決まった(或
いは、発生した)こととし寸前提がある。この前提から、祝福する際、文法的に
は“ノレ"形ではなく“タ"形が使用されるはずである。しかし次の例のように、
結婚式が行われた後にもかかわらず、結婚の祝辞を述べる際、世間一般では「ご
結婚おめでとうございます」が使用される。
(25) (結婚式が行われた後の一週間、結婚式に出席していない同僚 A が、結
婚したばかりの同僚 B を祝福するとき)
a. 岸ご結婚おめでとうござし、ました。 9)
b. ご結婚おめでとうござし、ます。
この場合、「ご結婚おめでとうございました」と祝福すると、違和感があるの
は何故なのか。こういった“ル"形の使用は、日本語学習者には理解し難し、とこ
ろである。以下、具体的使用状況を提示しつつ、祝福表現における“タ"形(お
めでとうござし、ました)と“ル"形(おめでとうござし、ます)の使用を明らかに
することを目的とする。
4.2 同形式の使い分けの要因
前述のように、祝福すべき事態が既に決まったこと、或いは発生したことを指
す場合には、文法的に“タ"形が使用される。このことから、 (25) のように、「祝
福する事態」を「既に行われた結婚式や結婚披露宴」と考えれば、“タ"形の使
用もあり得ると考えられる。しかし、実際には、結婚の祝辞は f結婚式や結婚披
露宴」だけではなく、「結婚(生活)そのもの」に対して行われるものである。
もし「ご結婚おめでとうござし、ました」と言ってしまうと、祝福の対象となって
いる「結婚」が「既に行われたこと j として捉えられ、そこから「結婚式や結婚
披露宴」だけに対して祝福しているという意味を誘発しうると考えられる。祝福
の対象となるべき「結婚(生活) J は現在も将来も継続するものであるため、過
去を表す“タ"形の使用は、適格ではなく、違和感を生じさせる。語用論的に言
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うと、この場合、“タ"形を用いて祝福すると、祝福の対象となっている「結婚」
という事態が過去のこととみなされ、現在も将来もその事態が継続することを
願っている気持ちに反する表現となることから、その能用を避けるのであろ
う 10)。また、祝福すべき事態の発生時が過去にあっても、祝福を述べる際、通常
「おめでたいj という気持ちを現時点に有する。この気持ちが現時点にも存在す
ることを表現したし、ことが、“ル"形館用の語用論的動機付けとなるとも考えら
れる。この点は、工藤(1998) の説明: I話者の判断時、く発話時現在)J に焦点
が置かれることで“ル"形が用いられる、と相通じる。そして、この語用論的動
機付けに起因して、“タ"形で祝捕した際には、祝福の気持ちを現時点にも有す
ることが打ち消され、「本当に祝う気があるのだろうか」と思われる可能性が生
じる 11)。このことから、“ル"形の「ご結婚おめでとうございます」という表現
は噴用的に用いられるようになったのであろう。同様に、「おめでとうございますJ
が慣用的に用いられる慨をもう二つ示す。
(26) (誕生日を過ぎた後の会話)
学生:そういえば、先生のお誕生日はいつですか。
先生:一昨日が僕の誕生日だったのだよ。
学生:そうですか。存じませんでした。
a. *遅ればせながら、お誕生日おめでとうございました。
b. 遅ればせながら、お誕生日おめでとうございます。
(27) (元日からかなり日数が経った墳に、職場や学校などでの挨拶)
a. *明けましておめでとうございました。
b. 明けましておめでとうござし、ます。
この二例のように、誕生日が過ぎた頃や、職場や学校などで会ったのが元日か
らかなり日数が経った頃だとしても、決して“タ"形で発話しない。“ル"形の「お
誕生日おめでとうございます」や「明けましておめでとうございますj という表
現は、慣用的に用いられる決まり文句のように使われている。
では、次のように雨形式とも可能な発話はどう考えたらよいだろうか。
(28) (レースを終えたばかりの騎手にインタピューしたアナウンサーが)
a. 優勝おめでとうございました。
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b. 優勝おめでとうございます。
(29) (プレゼントの当選発表を行う司会者が)
a. 当選者発表、大仮府の仮大花子様、ご当選おめでとうございました。
b 当選者発表、大阪府の阪大花子様、ご当選おめでとうございます。
上例のように、レースや当選発表などが行われた直後において、騎手へのイン
タビューや、プレゼントの当選発表において祝辞を述べる際、“タ"形と“ル"形、
どちらでもよし、。“ル"形が用いられるのは、「罷勝したJ r当選した」という祝
福する事態に対して、祝福の気持ちを現時点にも有することを表現したし、ことが
発話背景にあるためである。一方、「過去j を意味する“タ"形を用いると rw レー
スに優勝する~ w抽選に当たるJ とし、う祝福すべき事態が既に起こった」という
意味を有し、そこから「その事態が既に確定したJ としづ語用論的効果を潜在さ
せる。却ち、この表現効果をあえて伝えたいという動機付けがあることが“タ"
形使用を可能にする要件である。
4.3 まとめ
以上のことから、祝福表現における "!l " 形と“ル"形とし、う弼形式の使用は、
語用論的な要因に関係すると考えられる。「その事態が現在も今後も継続するよ
うに願うこと、または祝福の気持ちを現時点にも有することを表現したしづとい
う発話背景のもとでは“ル"形が用いられる。この語用論的背景から、“ノレ"形
の「おめでとうございます」という表現が慣用的に用いられるようになった。
方、レースや当選発表などが行われた直後において、祝福すべき事態が既に確定
したことをあえて表現する場合には“タ"形が用いられる、ということが以上の
考察により明らかになった。
5. 別れの場合一一「失礼しましたJ r失礼しますJ
5.1 問題提起
『新明解国語辞典(第五版H では、 f失礼する」とし、う述語は、謝罪の場合に
用いられると共に、2JIJれを告げる場合でも用いられると記述されている!九本意
では、別れの際に用いられる「失礼する」という表現の両形式の使用について考
察する l幻。
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(30) (先議よりも先に仕事を終え帰宅するときに)
a *お先に、失礼しました。
b. お先に、去五斗ι主主。
(31) (目上の人との話を終え、電話を切るときに)
a. *それでは、失礼しました。
b. それでは、主主斗己主主。
これらの例のように、仕事を終え帰宅するときや電話を切るときの別れの挨拶
は、“ル"形の「失礼しますj しか用いることができない。
(32) (部下が上司の部屋から立ち去るときに)
a. 失礼しました。
b. 主主L主主。
(33) (夜遅く電話をした側が電話を切るときに)
a. 失礼しました。
b. 去:fL L主主。
しかし、 (32) (33) のように、別れの際、「失礼しますj と「失礼しましたj
の両形式が共に用いられる発話場面も存在する。向故であろうか0
5.2 雨形式の使い分けの要因
前節で述べたように、「失礼する j とし、う述語は「謝罪j と「別れJ という一
面性を持つ。本稿では、別れの際、問じ状況での「失礼します」と「失礼しまし
たj という両形式の使い分けは、「失礼する J という述語がもっ f謝罪j の意味
に関連していると考える。
別れの際に用いられる「失礼しますj は、例えば (32b) では、「話者が自分か
ら現在この場を離れたり、帰りを急ぐのは非礼であるが、『今から出るという非
礼をお許し下さい~J という謝罪の意味を表している。そして、 (33b) では、「話
者が話を終了し、自分が電話をかけておいて自分の方から電話を切ろうとするの
は非礼であるが、『電話を切る非礼をお許し下さい~J という意で謝罪している。
即ち、 (32b) の「失礼します」は「今から退室することに対する謝罪」であり、 (33b)
の場合は「今から電話を切ることに対する謝罪j である。この考えの妥当性につ
いては、 (30) (31) に克られるように、「お先にJ ["それではJ などの f今から何
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かをする」という話者の意思を表示する表現と共に、「失礼しますJ がよく使わ
れることから検証できる。以下に「失礼しますJ が用いられる例を挙げる。
(34) 骨絡を持った11原公、位牌を持った順一、そして赤沢が火葬場から出てく
る。 I1顕一、骨箱を持ってみて、順一「軽くなっちまったなァ……J I1民公、
骨絡を取ってハイヤーへ乗り込む。赤沢「それでは、わたしはここで主
主J&L主主J (松本功・国部俊行・工藤栄一『泣きぼくろ~)
(35) 鈴木邸・リビング/久江「あの、宅がでござし、ますか。大丈夫でしょう
かJ /伝助の声「大丈夫です、大丈夫。今ね、ふとんに入ってぐっすり
寝てるからJ/久江「あらまァ、さよでございますか。お手数おかけし
ますが、よろしくお願い致しますJ /伝助の声「ええ、ええ、まかしと
いて下さい、じゃ J /久江「失礼致しますJ/気遣わしげに受話器を置
く久江。(中島吾郎『誘惑者~)
このこ例において、「失礼しますJ が用いられるのは、「話者(赤沢・久江)が
く発話時現在〉からのこと」に対して謝罪の意を表しているからである。 (34) は
f今から立ち去ること」、 (35) は「今から電話を切ること」に対する謝罪である。
これに対し、上記の (32a) の「失礼しましたJ は、「あなたの貴重な時間を私
のために費やさせてすみませんでした。お邪魔しましたJ という謝罪の意が含ま
れていると解釈できる。また、 (33a) の場合において、「夜遅く電話したこと」
で相手に迷惑をかけたときに用いられることからも推測される。即ち、「失礼し
ましたj は「く発話時以前〉に起こったこと j に対する謝罪であるということに
なる。以下に「失礼しました」が用いられる例を挙げる。
(36) 治子 fご存知でしょう。わたし、上の娘を亡くしたんです。なかなか立
ち直れなかったんですけど……主人と、この下の娘のお陰で、何とかやっ
てこられたんです。今あなたに主人を連れていかれたら……J /祐子、
顔をあげる。表情に哀しい諦めの色。/治子「ごめんなさいねJ/治子、
丁寧に頭をさげる。/祐子、手の甲で涙を拭う。/突加、すさまじいば
かりの怒りの限で雄ーを腕みすえる。/雄一、宙を腕んで動かない。/
祐子、未練を断ち切るように苦しげに立ち上がり、治子に静かにーネしす
る。/祐子「失礼しました。もうお邪魔しませんj 雄ーを一瞥もしない
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で出てし、く。(桂千穂『ふたり~)
(37) ところが、この日の夕方、成城の宇野家に、玉川警察署の刑事が訪ねて
きた。……… "'0 1そうですか。四谷の住所を教えてくださいJ 1修一郎
がなにか……J 1御子息さんがどうかしたというのではありません。ム
スタングを調べているだけですからJ 刑事は四谷の字野家の住所を手帖
きとめると、失礼しました、と言いのこして出て行った。
(立原正秋『冬の旅~)
(36) は不倫中の女性が不倫相手の奥さんに説得され去っていく状況であり、
(37) は刑事がし、ろいろと尋ね終えて去っていく状況である。両方とも話者(裕子・
刑事)が別れ際に、 f自分がお邪魔したこと」に対する謝罪の意を表現したし、ため、
“タ"形を用いた「失礼しました」が使用されている。
(38) この l 年間位の問、私の携帯に間違い電話が多くかかってきます。電話
に出てみると 100様でしょうか? ? J といった下手に出る方が多い。
「えーと。間違いだと思いますよ…...J と私が言えば。「す、すみません。
失礼しました」となります。
http://bonyarisamurai.at.webry.info/200512/article_11.html 
(38) の場合においても、「失礼しましたJ が用いられるのは、間違い電話をか
けた側が fお邪魔したこと j に対して謝罪しているからである。
5.3 まとめ
以上、別れの場合に用いられる「失礼します」と「失礼しました」という両形
式の使用は、述語 f失礼するj がもっ「謝罪J という意味に関連していることが
明らかとなった。そして、その両形式の使い分けは、話者が「謝罪する事態(の
発生時)J をどのように想定するかに関係していることを示した。話者が「謝罪
する事態」を現在・未来のことと捉えれば、“ノし"形の「失礼します」が用いら
れる。一方、その謝罪の対象が過去に存在するならば、“タ"形の「失礼しましたJ
で表現すると考えるのが妥当でーある。
6. おわりに
本稿は、感謝表現や、謝罪表現、労いの表現、祝福表現、別れの表現における
44 挨拶表現における"jI "と“ノレ"隠形式の話用論的研究(徐)
“タ"形と“ル"形とし、う両形式の使用を語用論的に考察した。以上の考察によ
れば、挨拶表現における“タ"とりし"両形式の使い分けは、「事態の発生時は
いつかJ という点だけを観察するのでは不十分であり、語用論的要因も考慮する
必要がある、ということが明らかになった。即ち、以下のようにまとめることが
できる。
圏挨拶表現における“タ"と“ル"両形式の使い分け
I 感謝表現・謝罪表現
感謝表現や謝罪表現では、基本的に「感謝・謝罪する事態の発生時」を基
準にして“タ"形と“ル"形を使い分けている。
①く発話時現在〉に起こっていることやく発話時以後〉に起こるであろう
ことに対し感謝・謝罪する場合は、“ノゾ形しか用いられない。
②〈発話時以前〉に起こったことに対し感謝・謝罪する場合において、通
常“タ"が用いられる。ただし、「感謝の意・謝罪の意を現時点にも有
することを表現したし、」としづ語用論的背景を強調すると「感謝・謝罪
を述べる側の現時点の判断」に表現の力点が置かれることになり、“ル"
形使用が可能である。
ロ 労いの表現
労いの表現では、基本的に「労う事態の発生時」を基準にして“タ"形と
“ル"形を使い分けている。
①く発話時現在〉に起こっていることやく発話時以後〉に起こるであろう
ことに対し労う場合は、“ル"形が能われる。
②く発話時以前〉に起きた事態に対し労う場合は、通常“タ"形が使われ
る。ただし、「労いの言葉を受けた{別に対し、労いの言葉をかける{泌が
現在、労いの意をもっているということを表現したし、J I労う事態が過
去のこととして終了せず、今後も継続することとして表現したし、」とい
う語用論的背景のもとでは、「労いの言葉をかける側の現時点の判断」
という側面が前景化し、“ル"形使用が可能である。
取祝福表現
祝福表現における両形式の使用は、事態と発生時点との関係からはやや逸
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脱し、語用論的要因が主導する場合が多い。
①「その事態が現在も今後も継続するように願うこと、または祝福の気持
ちを現時点にも有することを表現したいj という発話背景のもとでは
“ル"形の使用が好まれる。
②祝福すべき事態が行われた直後に、「その事態が概に確定したこと J を
あえて表現する場合には“タ"形が用いられる。
N J.i IJれの表現
別れの表現における両形式の使い分けは、述語である「失礼する J という
表現がもっ「謝罪」の意味に起因している。そして、話者が「謝罪する
態(の発生時)J をどのように想定するかと関係している。
①謝罪する事態がく発話時以前〉のことを指す場合には“タ"形が用いら
れる。
②謝罪する事態がく発話時現在〉く発話時以後〉のことを指す場合には“ル"
育委が用いられる。
註
1) W新明解閑語辞典(第五}坂)~によると、「挨拶」とは「人と会った持や別れる特に
やりとりする、社交的・儀礼的な言葉や動作J íその場に居る人に対して、こうい
う訳で来たのだ・これから会を始める・これでおしまいにするといった趣旨の言
葉を述べたり儀礼として祝;官、や謝意を表わしたりするムこと(言葉)J である。本
稿では、“タ"形と“ル"形という筒形式の表れがある挨拶表現を考察対象とする。
2) この点について、金田一 (1987: 176) は次のように述べている。
「マシタ J の方がていねいであるのは、「タ j が、相手の行為が自分を益した、と
いうことを事実として認めているからであって、 fマス」は、その原行為がなされ
ることについて、まずこ感謝の気持ちがあることについて、断定、認定の度合いが
低いことと関係がある。
3) í発話の現場での話者の感謝・謝罪の意が終了していないj が、く発話時以前〉に
起こったことに対し感謝・謝罪する場合に用いられる“ル"形表現の語用論的効
果であると、本稿は考えている。この点につい‘ては、 2.3節で論じる。
4) 工藤 (1998) では、本稿で使っている“タ"形と“ノレ"形という表記を、それぞ
46 挨拶表現におけーる“タ"と“ノレ"隠形式の諮ffl論的研究(徐)
れ「過去形J ・「非過去形j と記述している。そして、ここで取り上げた感謝表現・
謝罪表現は、工藤 (1998) のく非動的述語〉の分類によると、評価を表す述認に
属している。また、この考え方を次意の労い表現「お疲れ様でした・ご苦労様で
した」と「お疲れ様です・ご苦労様ですj の前形式の使い分けに対しても適用す
るとしている。
5) 言語学を専門とする 14 人の臼本語母言昔話者による口頭調査である。
6) 1“ノレ"形が用いられる際に、『またお越しくださいませ』が一緒に用いられやすく
なる J ことは、スーパーマーケットや美容院などのサービス業で働いている日本
語母語話者への口頭調査により示された。
7) 例 23 は、診察を終えたばかりの外村医師と外で待機していた若い助手との対話で
ある。
8) 以下は、く発話時現在〉に起こっていることやく発話時以後〉に起こるであろうこ
とに対し労う用例を挙げる。
聞(工事現場の殴督が働いている職工たちに対し)
a.* 皆さん、ご苦労様でした。
b. 皆さん、ご苦労様です。
聞(学校での教頭と教節の会話。教師は警察からの電話を受けたあと)
教師:今から生徒を引き取りに行ってきます。
教頭: a.* あ、そうですか。大変ですね。お疲れ様でした。
b. あ、そうですか。大変ですね。お疲れ様です。
上例のように、労う事態 (1現在働いていること J 1生徒を引き取ること J) の発生
がく発話時現在〉ゃく発話時以後〉であり、“タ"形の使用は不可である。
9) 例文の頭の岸は、該当の表現が語用論的に不適切であることを示す。
10) “タ"形の「おめでとうござし、ましたj の使用が許される場合を挙げる。例えば、
結婚式の披露宴の終了に際して可会者が使用する、「本臼は誠におめでとうござい
ましたj という表現である。「本日」という言葉が、「祝福する事態j を「今日の
結婚式及びその後に行われた結婚披露宴」に限定し、「結婚(生活)という事態が
終了する」というニュアンスの発生を抑制しているからであろう。
11) 言語学を専門とする 14 人の日本語母語話者による口頭調査である。
12) ~新明解国語辞典(第五絞)j]によれば、 f失礼する」という述語がもっ「謝罪」と
いう意味については、 f非礼であることをも顧みず(やむを得ず)に何かをしたり
相手のすすめをえんきょくに断ったりすることを表わすj とし、一方、 f別れ」と
いう意味については、「もっと相手と付き合っているべき所を、自分の都合などで
松手に7J1jれを告げること j と解釈している。
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13) 別れを告げる表現において、「失礼する」という表現以外にも、「さよ(う)なら」
という表現もある。通常、将来会えそうにない長い別れの場合に、「失礼する j と
いう表現を使わず、 fさよ(う)ならJ とし、う表現を用いる傾向が見られる。しか
し、「さよ(う)ならj という表現には、両形式の区別がない。そのため、本稿で
は、この表現は考察の対象から外す。
参考文献
金田一秀穂 (1987) rお礼とお詫びのことば」、『言語.] vol. 16、大修館書店
寺村秀夫 (1984) W 日本語のシンタクスと意味 ll.]、くろしお出版
工藤真由美 (1998) r非動的述語のテンスム『箇文学解釈と鑑賞.] 1 月号
森鴎良行 (1988) rrありがとうございますJ か「ありがとうございました」か」、 F日本
語類意表現』、餅拓社
『新明解閏諮辞典 第五版』、柴田武・酒井憲二・倉持保男・山田明雄(綴)、三三省堂、
1997 年
〈キーワード〉挨拶表現、語用論、タ形、ノレ形
48 
Pragmatic Analysis of Greetings in Japanese: 
Usages of "-ta" Forms and "-ru" Forms 
YufenXU 
This paper analyses the semantic difference between "-ta" forms and "-ru" forms 
of the greeting expressions in the following things: thank (Arigatogozaimasu), 
apology (Moshiwakearimasen; Sumimasen), appreciation (Otsukaresamadesu), 
congratulation (Omedetogozaimasu), and goodbye (Shitsureishimasu). Gram-
matically, general usages of"-ta" forms and "-ru" forms are related with the tense 
of things. However, in the cases of the greeting expressions, the only grammatical 
analysis is not adequate for an explanation of the actual usages of these fonns. 
This paper focuses on not only the tense, but also the pragmatic functions in order 
to explain the actual usages of the "-ta" fonns and the "-ru" forms in the greeting 
expressions. 
